
●●

。
勉

◎

転

　ゆ　　

壌　　　　職鹸
　㌦　　漁

　　　競職

謙瞳．新潟県松飛町公民館騨，、松代7r2き・r1番懸葡梛日

　漁’灘

　

襟鞠・　　　　　．灘＞

　　ぎ幾
　　　　　　織蟹　　　　　　　　遷　　　、

　　　　　　　　　　集．：
　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　－耀

鮒

．澤　　響

叢織

蝿’

　
　
　

壺

縄

難
騰

嚇
燕 羅

一
箋

糠

隈

、笹

耀
．　
、

　　灘垂
　　　．　　　　醗輪
　懸糠＿

，繍購騨螺き
簾 　

難

　
　
　
麺

　
纒
㏄

早ぐも冬将軍
　　　　バスもストップ・

夢　画

羅

《人口φ動き》

11月1日現在

．（56．11．，9，蓬平地凶1邑誕）

男3，414（一27）

出生4　死亡5

叢
蟹

藤
　
　
薩

贈

灘

鰻

榊

　難
灘麟灘　蝿、

蓼瞬．

　　蕪

騨

欝

鐵　
　
灘

　鐘

鮒　　　．欄
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年
の
丹
精

ぐ
菊
花
展

ぐ
木
の
根
展

蟹

　　　　　　　　　鵬　　　　　　催　　　種各

　
n
月
3
日
、
松
代
小
学
校
、
公
民

館
を
会
場
に
町
総
合
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
両
会
場
に
は
、
児
童
、
生
徒
、
一

般
の
方
々
の
労
作
、
力
作
が
い
っ
ぱ

い
展
示
さ
れ
、
観
覧
の
人
々
を
喜
ば

せ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
松
代
小

学
校
体
育
館
を
会
場
に
芸
能
発
表
会

が
開
催
さ
れ
、
1
2
の
団
体
が
出
演
し

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
松
代
中
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
は
、
上
越
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
で
銅
賞
を
受
け
る
な
ど
の
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
発
表
し
、
多
く
の
人

か
ら
拍
手
鳴
采
を
浴
び
ま
し
た
。

　
　
　
響

≧
二
味
線

　
〈
ぶ
な
の
会

劉

芸
能
発
表
会

ぐ
書
道
展

灘

　
10
月
1
8
日
第
三
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
松
代
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
年
令
と
体
力
に
応

じ
た
距
離
を
走
っ
て
い
た
だ
き
、
お

互
い
の
若
さ
と
健
康
を
共
に
よ
ろ
こ

び
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
と
開
催
し

た
も
の
で
す
が
、
七
〇
〇
名
を
越
す

参
加
者
が
あ
り
、
盛
会
な
大
会
と
な
り

り
ま
し
た
。
当
日
の
結
果
は
次
の
と
お

お
り
で
す
。
　
（
一
位
の
み
）

◎
－
㎞

　
小
学
生
男
子
　
　
　
樋
口
　
靖
志

　
　
コ
　
女
子
　
　
佐
藤
正
子

　
婦
人
（
2
0
～
2
9
歳
）
柳
　
恵
美
子

　
〃
　
（
3
0
～
3
9
歳
）
秋
山
ヨ
キ
子

　
〃
　
（
4
0
～
4
9
歳
）
佐
藤
　
絹
子

　
〃
　
（
50

～
59
歳
）
高
野
タ
ツ
ノ

　
壮
年
（
5
0
～
5
9
歳
）
高
橋
　
政
二

　
高
齢
者
男
子
　
　
　
富
沢
　
　
庚

　
　
〃
　
女
子
　
　
　
万
羽
　
ヒ
デ

◎
2
㎞

　
小
学
生
男
子
　
　
　
柳
　
　
高
浩

　
　
〃
　
女
子
　
　
中
村
珠
紀

　
婦
人
（
3
0
～
3
9
歳
）
鈴
木
　
旬
子

　
〃
　
（
4
0
～
4
9
歳
）
富
沢
　
久
子

　
壮
年
（
4
0
～
4
9
歳
）
佐
藤
富
士
郎

◎
3
㎞

　
、
　
　
　
　
　
　
市
川

　
4
学
生
男
子

　
　
〃
　
女
子

　
中
学
生
男
子

　
　
〃
　
女
子

　
高
校
生
女
子

　
壮
年

◎
5
㎞

　
中
学
生
男
子

　
高
校
生
男
子

　
青
年
男
子

（
30
～
3
9
歳
）

　
　
　
清
司

池
田
　
弘
美

高
橋
恒
司

柳
　
　
紀
子

中
沢
巳
栄
子

井
上
　
　
覚

富
沢
　
政
彦

田
辺
　
伸
一

遠
藤
　
利
光

◎
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
山
．
嘱
て
つ
脚
）

※
敢
闘
賞

　
最
高
齢
者
　
高
橋
キ
イ
（
7
9
歳
）
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　　　　　　　　　轍　　　　　　　縄

　　　　　繍　　　　廼　　慧轍

　　　　　　　　　⑬　　　　　　　　簗
　　　　　　繍
　　　　　懲　　　灘　業獲

◆
ナ
ス
栽
培

　
　
　
六
十
万
円
に
な
る

　
　
　
　
反
当
精
算
額
の
最
高

　　　　ナス生産者別成績表　　　　　　　　S56．10．15現在松代町農協

生産者出荷数量精算金額1kg当り平均単価作付面積・・アール当り．日転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’金額出荷亘作
　A　’2・123kg213・Ol8円　100・33円　5アール426，036円4・246kgナ
　B　3，661　359，170　98・10　　10　359，1703・661ス
　C3・065312・54710Lg7　5・5568，2675・572の
　D2・585267・546103・49　5　535・0925・170出
　E2・828238・88084・46　5477，7605・650荷
　F2・927302・045103・19　 5　604，0905・854カご

合計17，1891，693，20635・5終平均2，864282，20198・50　6476，9594・841わ
※生産者は、牧田貞夫さん（峠）、若井一男さん（池尻）、山岸重昭さん（蒲生）、相沢　り

　政喜さん（太平）、山本慶一さん（犬伏）、高橋了一さん（田沢〉、の6農家の皆さん　　’

です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今
※精算金額は、粗収益から流通経費を差し引いた額で農家へ支払われた売上金です。

生産者 出荷数量 精算金額 1kg当り平均単価 作付面積 10アール当り
金　　額 出荷量

A ・2，123kg 213，018円 100．33円 5アール 426，036円 4．246kg

B 3，661 359，170 98．10 10 359，170 3，661

C 3，065 312，547 101．97 5．5 568，267 5，572

D 2，585 267，546 103．49 5 535，092 5，170

E 2，828 238，880 84．46 5 477，760 5，650

F 2，927 302，045 103．19 5 604，090 5，854

合　計 17，189 1，693，206 35．5
平　均 2，864 282，201 98．50 6 476，959 4，841

／ 、

年
の
成
績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
ナ
ス
栽
培
は
、
始
め
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
為
、
生
産
者
の
方
々
も
、
植

付
か
ら
管
理
、
出
荷
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
面
で
苦
労
さ
れ
、
労
力
も
思
い
の

ほ
か
か
か
り
ま
し
た
が
、
来
年
は
経

験
を
生
か
せ
る
の
で
、
労
力
も
半
分

位
に
軽
減
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
る
十
一
月
三
日
の
町
農
業
祭
に

お
け
る
「
転
作
ナ
ス
事
例
発
表
会
」

で
は
、
三
名
の
生
産
者
の
発
表
と
、

参
集
者
の
質
問
、
講
師
の
助
言
な
ど

で
検
討
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
生
産

者
も
来
年
は
、
面
績
も
二
倍
位
に
増

反
し
、
収
量
も
八
～
十
ト
ン
を
目
指

す
と
、
意
欲
的
な
発
言
も
あ
り
ま
し

た
。
農
協
で
は
、
栽
培
農
家
を
増
や

し
、
作
付
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
後
一
～
二
年
の
う
ち
に
、

「
松
代
ナ
ス
」
の
産
地
化
を
図
り
、

市
場
に
お
け
る
名
声
を
確
得
し
た
い

と
、
張
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

◎
転
作
関
連
機
械

　
　
　
　
　
導
入
さ
れ
る

　
こ
の
た
び
室
野
生
産
組
合
で
は
、

農
業
生
産
総
合
振
興
事
業
に
よ
り
、

畑
作
用
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
、
　
（
2
8
馬

力
）
、
土
壌
改
良
用
ト
レ
ン
チ
ャ
i
（
溝

切
機
）
、
　
大
豆
脱
粒
機
な
ど
の
機
械

を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
豆
を
始
め
、
飼
料
作
物
・
ナ
ス

等
の
転
作
に
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
室

野
生
産
組
合
で
は
、
町
内
の
利
用
希

望
者
へ
の
作
業
受
託
も
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
大
い
に
利
用
し
て

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
機
械
の
利
用

と
、
町
単
水
田
利
用
再
偏
農
地
改
良

事
業
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り

転
作
条
件
整
備
が
一
層
ス
ム
ー
ス
に

で
き
る
も
の
と
期
待
℃
て
い
ま
す
。

集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

が
完
成

　
池
之
畑
部
落
に
、
県
単
補
助
事
業

に
よ
る
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
本
年
度
は
、
田

野
倉
、
奈
良
立
と
併
せ
て
三
棟
が

出
来
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

△室野生産組合に導入された
　大型トラクター

共
同
駐
車
場
が
完
成

　
農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
に

よ
り
、
田
野
倉
部
落
入
口
（
大
谷
内
）

に
共
同
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
駐
車
場
は
、
広
さ
五
九
三
・
七

㎡
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
、
二

十
七
台
の
駐
車
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
北
山
地
区
で
は
、

冬
期
間
の
交
通
が
確
保
さ
れ
、
通
勤
、

通
学
を
始
め
日
常
生
活
行
動
が
容
易

に
な
り
、
活
力
に
豊
ん
だ
農
村
地
域

づ
く
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

擁
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洗
サ

　　　御銅銀金
“・“““苦

　　　労
　　　賞賞賞賞

　
こ
の
町
で
へ
き
地
医
療
の
道
を
選

ば
れ
て
今
年
で
風
雪
三
十
年
の
節
目

を
迎
え
ら
れ
た
関
谷
力
先
生
（
大
正

医
院
内
科
医
長
）
が
こ
の
度
老
化
防

止
の
秘
決
は
洗
脳
で
あ
り
洗
脳
こ
そ

若
さ
と
健
康
を
保
つ
妙
薬
と
し
て
豪

華
な
将
棋
と
碁
盤
八
面
を
渋
海
荘
に

寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
碁
盤
開
き
を
秋
晴
れ
の
十
月

三
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
増
築
新
装

に
な
っ
た
渋
海
荘
の
大
広
間
で
勇
者

十
七
名
が
四
時
間
の
熱
戦
を
行
い
ま

し
た
。
成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

囲
碁
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
下
　
寿
老

牧
田
大
平

横
尾
好
和

島
田
健
司

柳
　
一
郎

秋
山
利
作

秋
山
真
作

高
橋
幸
平

石
澤
昌
美

　
将
棋
の
部

金
　
　
賞
鈴
木
熊
一

銀
　
　
賞
　
市
川
政
吉

銅
　
　
賞
鈴
木
林
平

御
苦
労
賞
　
関
谷
勇
吉

海室清清松千峠山
老野水水代年

松
代
寿
老

松
代

松
代

松
代

御
苦
労
賞

　
〃ノノ　　〃　　〃

佐
藤
信
義
　
室
野

樋
口
辰
次
郎
松
代

島
田
幾
次
郎
千
年

関
谷
留
蔵
　
松
代

市
川
文
次
郎
池
之
畑
寿

　
な
お
今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
石

澤
昌
美
さ
ん
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
夫
婦

（
大
正
十
年
結
婚
）
の
島
田
幾
次
郎

さ
ん
と
市
川
文
次
郎
さ
ん
の
健
斗
に

盛
大
な
拍
手
を
送
っ
て
下
さ
い
。

　
本
格
的
な
碁
盤
と
黄
楊
（
つ
げ
）

の
木
で
作
っ
た
駒
の
感
触
を
是
非
と

も
渋
海
荘
で
ど
う
ぞ
お
試
し
下
さ
い
。

係
で
は
そ
の
他
百
人
一
首
や
ト
ラ
ン

プ
等
各
種
と
り
揃
え
ま
し
た
の
で
、

取
り
入
れ
の
疲
労
を
洗
い
流
し
洗
脳

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〃
”
留
守
中
は
ま
か
せ
て
〃
“

　
『
婦
人
消
防
協
力
隊
に

　
　
　
　
消
防
ポ
ン
プ
配
備
』

　
財
団
法
人
、
日
本
消
防
協
会
で
は

市
町
村
消
防
機
関
の
消
防
施
設
の
強

化
拡
充
を
図
る
た
め
消
防
車
輔
の
無

償
交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
本
年

度
分
と
し
て
こ
の
ほ
ど
、
松
代
町
婦

人
消
防
協
力
隊
に
も
軽
可
搬
消
防
ポ

ン
プ
、
五
台
が
交
付
さ
れ
て
き
ま
し

た
。台

車
付
で
、
ホ
ー
ス
五
本
を
は
じ
め

一
式
を
備
え
た
四
馬
力
の
も
の
で
あ

り
本
体
の
重
旦
里
八
㎏
と
軽
く
婦
人

向
に
使
い
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
地

域
の
自
主
防
災
・
初
期
消
火
に
大
い

に
威
力
を
発
揮
で
き
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
、
先
般
今
年
度
の
五
台
を

次
の
協
力
隊
に
配
備
し
て
各
隊
員
か

ら
運
転
操
法
を
習
得
し
て
も
ら
い
消

防
団
員
の
留
守
に
備
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
配
備
し
た
婦
人
協
力
隊
名
、

田
沢
婦
人
消
防
協
力
隊

苧
島
　
　
〃

蓬
平
　
　
〃

儀
明
　
　
〃

竹
所
　
　
〃

　
町
で
は
来
年
度
以
降
も
交
付
さ
れ

次
第
順
次
各
協
力
隊
に
配
備
し
充
実

し
て
ゆ
く
計
画
で
お
り
ま
す
。

〃
秋
季
火
災
予
防

　
　
　
　
　
運
動
終
る
〃

　
1
0
月
2
6
日
か
ら
n
月
1
日
ま
で
の

一
週
間
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
、
松
代
町
消
防
団
、
松
代

分
遣
所
、
婦
人
消
防
協
力
隊
の
共
催

で
2
6
日
街
頭
防
火
P
R
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
る
に
あ

た
り
町
民
一
人
ひ
と
り
の
火
の
用
心

を
お
願
い
し
ま
す
。

莚
騨

戸
籍
の
窓
口

＋
月
受
付
分

蝋
御
結
婚

柳
　
一
則
・
風
間
厚
子

　
　
　
　
　
　
　
（
犬
伏
・
林
年
）

鰯
柳

御
　
出
　
産

山
本
拓
志
　
父
耕
一
　
母
千
枝
子

　
　
（
二
男
・
犬
伏
・
伴
年
度
）

真
由
美
　
父
勝
則
　
母
和
子

　
　
（
二
女
・
菅
刈
・
干
場
）

高
橋
ゆ
か
里
　
父
進
　
母
ふ
く
え

　
　
　
　
（
長
女
・
菅
刈
・
後
田
）

市
川
祥
子
　
父
英
世
　
母
裕
子

　
（
二
女
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

魁

お
　
悔
　
み

若
月
由
永
　
6
9
歳

齋
藤
ト
メ
　
8
1
歳

関
谷
三
治
　
5
7
歳

宮
澤
悌
蔵
　
63
歳

宮
澤
正
臣
　
7
8
歳

田
代
家
持

田
野
倉

　
　
か
ん
ね
ん

松
代
新
ぜ
ん

下
山
　
前

松
代
太
夫
様
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育

児

お
ん
ぶ
と

　
　
　
　
　
だ
っ
こ

　
　
　
〈
保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑫
〉

　
小
さ
い
子
ど
も
ほ
ど
、
お
ん
ぶ
や

だ
っ
こ
が
大
好
き
で
、
親
に
く
っ
つ

い
て
い
る
時
が
一
番
幸
せ
そ
う
で
す

し
、
親
も
、
子
供
が
か
わ
い
い
と
思

う
時
、
無
意
識
に
抱
き
上
げ
て
い
ま

す
。　

つ
ま
り
、
お
ん
ぶ
や
だ
っ
こ
は
親

子
の
自
然
な
触
れ
あ
い
で
す
か
ら
、

親
が
だ
っ
こ
し
た
い
と
思
い
、
子
供

が
だ
っ
こ
さ
れ
た
い
と
思
う
時
は
、

い
く
ら
で
も
だ
っ
こ
し
て
い
い
は
ず

で
す
．

　
と
こ
ろ
が
、
生
後
一
、
二
ヵ
月
の

赤
ち
ゃ
ん
を
あ
ま
り
だ
っ
こ
す
る
と

抱
き
ぐ
せ
が
つ
く
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん

の
自
立
心
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
い

と
考
え
て
、
絶
対
に
抱
か
な
い
こ
と

に
し
て
い
る
お
母
さ
ん
が
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
、
今
は
だ
っ
こ
さ
れ
た

く
な
い
と
思
っ
て
い
る
時
ま
で
も
、

無
理
に
だ
っ
こ
し
た
ら
、
そ
の
自
立

心
の
形
成
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
赤
ち
ゃ
ん
が
、

だ
っ
こ
さ
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
時

は
、
そ
の
欲
求
を
十
分
満
足
さ
せ
て

あ
げ
た
方
が
、
か
え
っ
て
、
後
で
親

か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
独
立
で
き
る
の
で

す
。　

抱
き
ぐ
せ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
気
持

ち
と
か
か
わ
り
な
し
に
一
年
中
だ
っ
”

こ
し
て
い
れ
ば
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
蝋

で
も
、
赤
ち
ゃ
ん
が
目
を
覚
し
て
泣
皿

い
た
時
に
、
ち
ょ
っ
と
抱
き
上
げ
て
繊

あ
や
し
た
り
し
て
も
つ
く
も
の
で
は
皿
．

あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
も
、

仕
事
が
あ
っ
て
だ
っ
こ
で
き
な
い
時
一
一

は
、
お
ん
ぶ
が
い
い
で
し
ょ
う
。
お
姻
，

ん
ぶ
を
し
て
も
足
が
曲
が
っ
た
り
す
職

る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
青
少
年
健
全
育
成
の
地
域
づ
く
り
』

　
青
少
年
の
育
成
と
云
う
事
は
私
達
の

　
身
近
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
で
あ

　
り
、
課
題
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
毎
日
の
様
に
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
す

　
子
供
の
非
行
、
非
行
に
対
し
て
の
区

　
別
は
「
行
為
」
と
い
う
面
か
ら
見
れ

『
『
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
非
行
が
否
か
の

　
線
を
引
く
事
は
困
難
な
の
で
は
な
い

　
で
し
よ
う
か
。

　
　
非
行
は
特
殊
な
環
境
や
条
件
の
中

　
に
お
か
れ
て
い
る
子
の
問
題
で
は
な

　
く
、
ご
く
普
通
の
子
に
ま
で
著
し
く

　
そ
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
の
で
は
な

　
い
で
し
よ
う
か
。

　
　
そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
す
。

　
　
あ
る
方
が
「
午
後
五
時
ー
七
時
の

㌣一一一　一　⇒　⇒一一一一一⇒一一一一一　⇒一ヂ

1’《戸籍》窓口豆知識l

l　　シリーズ⑥　l
l野。。　～。。｝0唆　。。　　。∞。m。。鼎Q　。　既遡ロ。。。。訓

l　l戸籍謄米と　　　　　悶

』　躰につい司
1。。。。。。。二日QQ。。。　。。0。。Q。卿0。□。Q。。。。Q。ロ。。。QQc孕。。ロ。。r。。旺

皿Q　戸籍謄本と・抄本とはどのよつ　肛

1　に違うのですか。又、使い道は？l
lA戸籍は・夫婦と氏を同じくす列

1　子から構成されています。謄本と　l
l　は、全部のことを言い　抄本とは、l
l　　　　　　　　一’　＝＾　　皿
1　その中の一一人だけの＿とを冒いま　1

皿　す。使い道は下記のカットにある　1
トうな例が多いものです。請求さl

l　れる時は、材可々に使用、と係に申　l
l　出て下さい。　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　l
皿　　　　　　　　　　　相続の場合や　　　　　　　　　皿

1　戸籍謄本・，　・ 各種年金の支　　　　　　　皿

1　，一，；函．品給を受ける場　　　　皿

1　。〔．　合に、親族関　　　l
l　　　　　怯　　　　0係を証明する　　　　　　　　　皿

1あ璽資料の粛翻魅　1

皿
耳
猛
且
皿
旦
皿
H
皿
猛
旺
肛
E
l
π
H
H
皿
π
1
皿
E
E
l
　
皿
皿
皿
－
皿
皿
』
　
皿
皿
皿
H
豆
H
E
l
』
皿
且

間
に
あ
ら
ゆ
る
暴
力
が
出
て
来
る
」

子
供
向
け
テ
レ
ビ
番
組
の
問
題
を
指

摘
し
ま
し
た
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
通

し
て
遠
慮
会
釈
な
く
入
り
こ
ん
で
く

る
。
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
、

破
壊
、
殺
傷
な
ど
の
映
像
は
、
子
供

た
ち
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
、
人

格
形
成
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
更
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の

も
た
ら
す
悪
影
響
を
見
す
ご
す
事
も

出
来
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
青
少
年
問
題
が
ま
っ
た

く
私
達
に
と
っ
て
も
無
縁
で
な
い
か

ら
と
思
い
、
皆
で
深
く
考
え
て
み
る

必
要
を
感
じ
る
の
で
す
が
、
さ
て
そ

れ
に
、
ど
う
取
り
組
む
か
と
い
う
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
喝

　　　雄獣＿｝、
油外旅行のバスポート交付申請に。

　　　　　　（戸籍抄本）

一
ア
磨

　　　妻　　　　　　　f
　　　　　　　　卜　　　　　／／　・
　　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　　　　タ
　　　　　ロ　　　　　　　ロ　　　　　　　　ド　　　　　　　ら　　　　　ご　　　　　　．　9　，

　　　　　　　　●
　　　　　　　，　〆　．
婚姻届に出す戸籍

（これは、謄本、抄本どちらでもよし

戸籍抄本≧

　鷹

赤ちやんを

各種保険に

入れるため

の戸籍。
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に
な
る
と
、
い
つ
も
私
達
母
親
の
勉

強
不
足
を
感
じ
ま
す
。

　
何
を
ど
の
様
に
考
え
た
ら
良
い
の

か
、
そ
れ
を
ど
う
型
に
あ
ら
わ
し
た

ら
よ
い
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
事
が

多
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
く
「
親
は
子
の
鏡
」
と
か
聞
き

ま
す
。
現
在
の
私
達
母
親
が
本
当
に

子
供
の
鏡
に
な
る
様
な
考
え
方
や
、

行
動
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が
大
変
多

い
よ
う
で
す
．

　
そ
こ
で
私
達
母
親
は
、
今
こ
そ
本

当
の
母
親
と
し
て
の
勉
強
を
も
う
一

度
考
え
る
時
期
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
ど
ん
な
条
件
の
も
と
で
も
、

子
供
た
ち
の
人
間
と
し
て
の
”
発
達
”

の
た
め
に
最
大
の
力
を
払
う
こ
と
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
婦
人
会
と
し
て
は
、

昨
年
十
一
月
の
役
員
研
修
会
以
後
、

ー
　
テ
レ
ビ
の
見
方
の
問
題

2
　
家
庭
生
活
の
在
り
方
の
間
題

④
親
子
の
対
話

◎
躰
の
事

　
◎
　
子
供
の
考
え
方
、
何
を
求
め

　
　
　
て
い
る
の
か

㊤
親
の
生
ぎ
方

　
そ
の
ほ
か
数
多
い
課
題
を
勉
強
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
も
っ
と
も
つ

と
各
支
部
全
域
に
わ
た
っ
て
勉
強
を

重
ね
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
と
り

く
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
松
代
町
婦
人
会
長
　
関
谷
静
江
）



ll”1”1””1”m”1”II”””””1”1“ll”1”Illl”1川1こうほう・まつだい””1”1”1”1””lll”1”””1”lll””ll””II”””1”II”lll”””ll”Ill”””1’”””””””1”III”””1”””””1”ll””””1”””””1”1””llllll””16111”””ll””1”IIIll”

簸
騒
獺

灘
灘
，

・
騰

叢

鰯
馨

鞭
嚢

，
嚢

繍
嚢
』

灘
灘
嬢

，
．
麟
鰍
薫

　
鐡

＠
年
悪
う
の
は
、
年
を
と

　
　
　
っ
て
カ
ら
も
ら
う
も
の
な
の

　
　
　
で
す
か
。

どんな年金をうけられるか

幽　
　
　
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
年
を
と
っ
て
か
ら
支
給
を
受

け
る
年
金
を
「
老
齢
年
金
」
と
い
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
け
が
や
病

気
を
し
て
働
け
な
く
な
っ
た
場
合
に

受
け
る
年
金
（
傷
害
年
金
）
、
生
活
の

中
心
者
が
亡
く
な
っ
た
時
に
受
け
る

年
金
（
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
）
が
あ
り
ま

す
。　

ど
ん
な
と
き
に
、
ど
ん
な
年
金
が

受
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ま
と
め
て
簡
単
に
説
明
す
る

と
別
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

　
『
世
の
中
ド
ー
ン
ど
乱
れ
ち
ま
っ

て
さ
、
悪
い
こ
と
し
て
平
気
な
や
つ

が
い
る
ん
だ
よ
な
。
汚
職
、
ひ
き
逃

げ
、
金
を
借
り
て
ド
ロ
ン
と
か
…
…

　
こ
ん
な
連
中
が
罪
に
な
ら
な
い
ん

じ
ゃ
弱
い
者
は
救
わ
れ
な
い
よ
な
。

　
け
ど
泣
き
寝
入
り
は
ご
無
用
さ
。

　
ほ
ら
、
あ
の
検
察
審
査
会
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
。
き
び
し
く
調
べ
直
し
て

も
ら
お
う
よ
。
』

給付の種類 絡　　付　　の　　条　　件

保険料を25年以上（免除期間を含む。）納めた人が65歳に・なったときに

支給される。

＊昭和5年4月1日以前に生まれた人は生年月日に応じて25年の資格

老　齢　年　金 期間が10年～24年に短縮される。

＊10年年金、5年年金一明治44年4月1日以前に生まれて10年年金

または5年年金に加入した人は、保険料を10年間または5年闇納め

れば支給される。

加入期間が1年以上あり、老齢年金の資格期間を満たしていない人が、

①他の年金制度の加入期間と合わせて25年（昭和5年4月1日以前に

通算老齢年金 生まれた人には資格期間を短縮して支給される特例がある。）あるか、

②他の制度から老齢（退職）年金をもらえる場合に、65歳から支給さ

れる。

最近の1年間は保険料を納めている人などが障害者になるか、病気・
障　害　年　金

けがが初診日から1年6ヵ月たってもなおらないときに支給される。

母　子　年　金 上記のような納付要件を満たしている場合で、母子・準母子または遺

準母子年金
遺　児　年　金 児の状態になったとき支給される。

老齢年金をうける条件を満たした夫が死亡した場合に、妻に60歳～65
寡　婦　年　金

歳の間支給される。

保険料を納めた期間が3年以上ある人が、年金をもらわないで死亡し

死亡一時金 たときに支給される。

明治44年4月1日以前に生まれた人、または同年4月2日から大正5

年4月1日までに生まれ、保険料納付期間が1年未満で、納付期間と
老齢福祉年金

免除期間を合わせて4年1月～7年1月以上ある人に70歳（障害の人

は65歳）から支給される。

20歳前または昭和36年4月前の病気・けがで障害の状態になった人、

障害福祉年金 障害になった日の直前まで国民年金の保険料に滞納がない人などに支

給される。

夫等が死亡した日の直前まで国民年金の保険料の滞納がないなど、一
母子福祉年金

定の条件があって、母子または準母子の状態になったときに支給され
準母子福祉年金

る。

　
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
気

軽
に
左
記
の
検
察
審
査
会
事
務
局
へ

ご
相
談
下
さ
い
。

　
審
査
の
申
立
も
相
談
も
一
切
無
料

で
毎
日
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

慮
な
く
お
い
で
下
さ
い
。

遠

上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
　
　
　
（
B
S
N
高
田
会
館
前
）

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
電
話
〇
二
五
五
－
二
四
ー
五
一
六

　
〇
番

「
私
の
住
む
ま
ち
」

　
　
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

　
　
　
　
柳
泉
さ
ん
（
松
中
三
）

　
　
　
み
ご
と
銀
賞

　
電
電
公
社
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
「
私
の
住
む
ま
ち
」
を
テ

ー
マ
に
県
内
の
小
・
中
学
校
を
対
象

に
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
企
画
し
ま

し
た
。

　
応
募
は
、
一
四
一
校
、
約
三
六
〇

〇
点
が
寄
せ
ら
れ
、
松
代
町
に
お
い

て
も
、
三
校
、
約
七
〇
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
松
代
中
学
校
三
年

の
柳
泉
さ
ん
が
、
み
ご
と
銀
賞
に
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
1
ル

は
、
毎
年
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
来

年
も
各
学
校
の
皆
さ
ん
の
、
ご
応
募

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

狩
猟
解
禁
…
…
電
話
線
に
は
充
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
を
…
…

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
第
2
回

競
技
大
会
が
、
十
月
十
八
日
松
代
町

ア
：
チ
ェ
リ
ー
場
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

五四三二一
位位位位位

高
橋
　
勝
（
莇
平
）

高
橋
多
一
郎
（
〃
　
）

関
谷
　
八
郎
（
松
代
）

高
橋
　
　
武
（
莇
平
）

関
谷
　
英
二
（
松
代
）
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十
一
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第

二
期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

　
所
得
税
は
、
通
常
、
七
月
、
十
一

月
、
翌
年
三
月
の
三
回
に
分
け
て
納

税
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
七
月
と
十
一
・

月
に
納
税
す
る
分
を
そ
れ
ぞ
れ
予
定

納
税
第
一
期
分
、
第
二
期
分
と
い
い
、

前
年
分
の
税
額
の
三
分
の
一
ず
つ
を

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第

三
期
分
は
、
確
定
申
告
に
よ
っ
て
計

算
し
た
申
告
納
税
額
か
ら
、
予
定
納

税
第
一
期
分
、
第
二
期
分
を
差
引
い

た
額
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
予
定
納
税
第
二
期
分
と
し
て
納

税
す
る
額
は
、
既
に
税
務
署
か
ら
通

知
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
通
知

書
の
金
額
を
十
一
月
一
日
か
ら
十
一

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
納
め
て
下
さ

い
。　

尚
十
月
三
十
一
日
現
在
の
状
況
に

よ
っ
て
、
今
年
の
年
間
所
得
を
見
積

っ
て
計
算
し
た
税
額
が
、
次
の
よ
う

な
事
情
の
た
め
に
税
務
署
か
ら
通
知

さ
れ
た
金
額
よ
り
少
な
く
な
る
と
見

込
ま
れ
る
と
き
は
、
予
定
納
税
額
を

減
額
す
る
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

一
、
廃
業
、
休
業
、
転
業
、
失
業
な

　
ど
の
た
め
、
前
年
分
よ
り
所
得
が

　
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
。

一
一
、
地
震
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の

　
災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
っ
て
財

　
産
に
損
害
を
受
け
た
た
め
、
前
年

　
分
よ
り
所
得
が
減
少
し
た
り
、
雑

　
損
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と
見
込
ま

　
れ
る
と
き
。

三
、
納
税
者
や
そ
の
家
族
の
け
が
や

　
病
気
な
ど
で
、
多
額
の
医
療
費
を

　
支
払
っ
た
た
め
、
医
療
費
控
除
が

　
受
け
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
時
。

四
、
結
婚
や
出
産
な
ど
の
た
め
、
新

　
た
に
配
隅
者
控
除
や
扶
養
控
除
が

　
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
時
。

五
、
景
気
の
変
動
や
業
況
不
振
の
た

　
め
、
今
年
の
所
得
が
前
年
の
所
得

　
よ
り
相
当
少
な
く
な
る
と
見
込
ま

　
れ
る
と
き
。

　
予
定
納
税
の
減
額
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、
十
一
月
十
六
旺
（
十
五

日
が
日
曜
の
た
め
）
ま
で
に
「
予
定

納
税
額
の
減
額
承
認
申
請
書
」
を
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
申
請
書
用
紙
は
税
務
署

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
減
額
申
請
書
が
提
出
さ
れ
ま

す
と
、
税
務
署
で
は
そ
の
内
容
を
調

べ
て
、
予
定
納
税
額
の
減
額
を
認
め

る
か
ど
う
か
を
書
面
に
よ
り
通
知
し

ま
す
．

、」レ

クラブ発足一周年記念

ぐ第一回親善テニス大会》

喜
ぴ
の
鈴
木
（
右
）
組

　
　
　
吉
越
（
左
）

　
昨
年
十
一
月
発
足
し
た
「
町
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
技
術
向
上
と
相

互
の
親
睦
を
か
ね
て
去
る
十
月
二
十

七
日
第
一
回
親
善
テ
ニ
ス
大
会
を
松

代
中
屋
内
特
設
コ
ー
ト
に
て
開
催
、

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
す
べ
く
熱

戦
を
展
開
、
結
局
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

よ
い
試
合
巧
者
の
鈴
木
（
洋
）
・
吉

．
越
組
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
当
日
の
成
績
は
次
の
通
り
。

混
合
ダ
ブ
ル
ス

一
回
戦

補
（
興
埜
斯
（
正
）

難
賢
蚕
邑
塑
）

蘇
（
洋
、
（
慰
雑
太
）

　　　決　　　準　　　　　二
　吉鈴　　吉鈴決関古松桜回松堀
　越木勝越木勝谷沢永沢戦永越
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　

　巻　，　登　τじ餐　　透
＿　　＿　　 I　I＿　　一
7514　　 44　　 23　45　　 44
目l　I　　目　　）I　l　　I　l
5342　　22　　松堀13　　22
〕　　）　　永越）　　）　松桜　　　　関古　　　案　　大若　　　柳加
　永沢　　　谷沢　　3　箭山　　　藤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　賢　　　　　　　　　　　　　　牧
　　　　　　　　　　　　　　）　）

關
横
三
位
入
賞

　
　
　
　
郡
卓
球
大
会

　
1
0
月
2
5
日
浦
川
原
村
下
保
倉
小
学

校
体
育
館
で
郡
卓
球
大
会
が
開
催
さ

れ
、
団
体
戦
9
チ
ー
ム
、
個
人
戦
5
0

名
が
参
加
し
て
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
た
。

団
体
戦

・
一
回
戦
　
松
代
4
1
1
大
島

・
準
決
勝
　
松
代
2
1
3
浦
川
原
A

・
三
位
決
定
戦
　
松
代
3
－
2
松
之

　
　
　
　
　
　
　
山
B

個
人
戦
で
高
橋
利
夫
（
農
協
）
君
が

健
闘
し
て
三
位
に
入
賞
し
た
。



1”1”1“”ll”II”IIll”””lll”1”””1”Ill”1””””“こ’うほう・まつだい”llllllllllll””llII”1”1“””II”llll””””1””1”II”ll”1””ll”””””1”””1”II”1”1”II””lu”””ll””llll”””1”llll”1”II””1””””””8111””1”””””””1”

　文
芸

短

藤翻
＼、f蟹

歌

秋
深
む

　
　
　
　
　
　
野
石
浪

生
徒
数
三
十
七
名
の
運
動
会

と
も
ど
も
競
い
楽
し
む

曼父
兄

炊
き
た
て
の
御
飯
に
か
け
し
削

り
ぶ
し
　
生
あ
る
ご
と
く
立
ち
て
う

ご
め
く

昇
る
陽
の
光
り
さ
え
ぎ
り
秋
深
む

谷
間
の
霧
の
な
が
く
漂
う

進
学
を
あ
き
ら
め
て
八
百
屋
へ
住
み

込
み
し
友
が
呉
れ
た
る
本
忘
ら
れ
ず

つ
が
い
た
る
蜻
蛉
が
風
に
た
わ
む
れ

て
飛
び
交
う
空
に
雲
は
移
ろ
う

空
っ
風
　
雲
吹
き
払
う
夕
空
に

や
か
に
一
つ
　
星
輝
け
り

さ

し

ぶ
み
句
会

　
　
　
十
月
二
十
日

　
　
　
於
　
克
雪
セ
ン
タ
ー

つ
や
つ
や
と
芝
栗
の
実
や
笠
の
中

分
校
の
桜
紅
葉
や
大
夕
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

砂
利
道
と
な
り
し
紅
葉
の
林
行
く

流
れ
き
て
霧
が
紅
葉
の
峰
か
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

籾
莚
指
で
広
げ
し
跡
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
と
も
し

稲
を
こ
く
夜
業
の
灯
あ
か
あ
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花
毒

芋
の
葉
の
露
に
も
月
の
光
か
な

老
見
ゆ
る
新
米
運
ぶ
仕
草
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

　
　
　
い
ろ

牧
草
の
彩
つ
く
頃
や
牛
下
が
る

大
滝
を
せ
ば
め
て
萩
の
咲
き
ほ
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

稲
始
末
終
え
て
障
子
戸
貼
り
か
え
る
、

な
な
か
ま
ど
手
折
り
て
帰
る
茸
狩
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

病
む
同
十
窓
辺
で
栗
の
お
裾
分
け

窓
閉
め
て
落
葉
焚
い
て
い
る
隣
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

紅
葉
も
待
た
ず
に
霰
屋
根
を
う
ち

葉
は
枯
れ
ど
捨
て
る
に
惜
し
き
な
な

か
ま
ど
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

朝
に
夕
に
色
あ
ざ
や
か
に
菊
見
事

菊
か
お
り
心
し
ず
か
に
朝
茶
の
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

天
高
し
か
む
り
て
軽
き
京
立
笠

秋
晴
れ
や
袋
片
手
に
き
の
こ
狩
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

細
り
ゆ
く
虫
の
音
悲
し
秋
深
し

夕
映
え
や
山
の
紅
葉
に
錦
添
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉

元橘

も
み
じ
葉
の
紅
き
に
染
ま
る
池
の
緑

脱
穀
の
音
深
ま
り
て
秋
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

刈
り
稲
の
泥
を
す
す
ぎ
て
運
び
け
り

社
会
課
の
窓
口
赤
い
羽
根
置
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

黒
雲
に
月
を
と
ら
れ
て
糠
運
び

赤
と
ん
ぼ
写
生
の
子
等
の
そ
こ
こ
こ

に
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

．
蒲
生
句
会

母
の
忌
の
雨
降
り
止
ま
ぬ
稲
刈
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
さ

樹
に
張
り
し
縄
の
ゆ
る
び
て
稲
架
を

解
く
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

妙
高
は
見
え
ず
車
窓
の
時
雨
か
な

栗
焼
け
ば
暫
し
は
児
等
の
正
座
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
　
逸

秋
始
末
終
わ
り
て
風
呂
場
に
妻
の
唄

夕
焼
け
の
田
の
面
に
落
穂
浮
い
て
お

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

秋
桜
倒
れ
て
花
は
上
向
き
に

こ
お
ろ
ぎ
や
胱
延
の
籾
の
暖
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

稲
架
解
き
し
跡
の
日
だ
ま
り
群
雀

廃
屋
に
鳴
く
鈴
虫
の
悲
し
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

灯
台
に
秋
陽
あ
つ
め
て
岬
延
ぶ

灯
台
の
螺
旋
階
段
ち
ち
ろ
虫

　
　
　
　
（
潮
岬
に
て
）
竜
峰

電
報
電
話
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
犬
伏
バ
ス
停
留
所
内
に

　
　
ボ
ッ
ク
ス
公
衆
電
話
を
設
置

　
か
ね
て
か
ら
、
町
役
場
を
通
じ
、

犬
伏
バ
ス
停
留
所
内
に
公
衆
電
話
を

設
置
し
て
欲
し
い
と
の
ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
有
効
に
、
ド
ン
ド
ン
ご
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
薬
師
ト
ン
ネ
ル
入
口
（
犬

伏
側
）
に
あ
る
ボ
ッ
ク
ス
公
衆
電
話

は
十
日
町
局
で
す
の
で
松
代
局
番
に

お
か
け
の
と
き
は
市
外
局
番
か
ら
ダ

イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い
。

　
先
日
　
集
団
電
話
（
農
集
）
か
ら

一
般
電
話
へ
の
切
替
え
に
伴
い
、
町

と
商
工
会
と
の
共
同
で
発
行
い
た
し

ま
し
た
電
話
番
号
帳
に
お
き
ま
し
て
、

左
記
の
通
り
二
軒
四
ケ
所
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
し
て
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
他
に
も
お
気
付
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
松
代
町
商
工
会
（
T

E
L
7
i
2
0
0
6
）
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

0
3
8
ぺ
ー
ジ
（
清
水
）

　
　
秋
山
晴
吉
（
い
ん
た
く
）

電
話
帳
の
訂
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
松
代
町
商
工
会
1

、

　
　
い
ん
た
く
（
秋
山
晴
吉
）

　
　
　
誤
　
七
i
三
七
三
〇
を

　
　
　
正
　
七
ー
三
七
三
一
に

0
7
0
ぺ
ー
ジ
（
｛
至
野
）

　
　
佐
藤
佐
喜
義
（
へ
い
だ
）

O
鴛
ぺ
ー
い
ン
　
（
｛
至
野
）

　
　
へ
い
だ
　
　
（
佐
藤
佐
喜
義
）

　
　
　
誤
　
八
－
二
五
六
七

　
　
　
正
　
八
－
二
七
一
一

〇
31
ぺ
ー
ジ
（
池
之
畑
）

　
　
こ
う
じ
や
（
山
賀
新
一
郎
）

　
　
　
誤
　
七
－
三
六
八
八
を

　
　
　
正
　
七
ー
三
七
八
八
に


